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特
集
　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅱ 

︱
高
市
政
権
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
︱

（
以
下
の
＊
印
の
段
落
は
、
文
書
の
要
約
で
あ
る
）

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
二
〇
二
五
年
終
盤
と
二
六

年
に
入
っ
て
、
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
安
全
保
障

政
策
文
書
で
あ
る
『
国
家
安
全
保
障
戦
略
』（
二
五

年
一
一
月
）
と
『
国
家
国
防
戦
略
』（
二
六
年
一
月
）

を
発
表
し
た
。
前
者
は
大
統
領
が
米
国
戦
略
の
原

則
を
述
べ
、
後
者
は
国
防
総
省
が
各
論
を
敷
衍
す

る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
二
つ
の
『
戦
略
』
の
内
容
が
総
花
的
で
あ
る
の

で
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
し
、
さ
ら
に
本
稿
執
筆
時

点
で
進
行
中
の
「
イ
ラ
ン
戦
争
」
の
現
実
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

１
『
国
家
安
全
保
障
戦
略
』

⒜
［
移
民
政
策
］
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
米
国

の
存
続
と
安
全
を
護
る
第
一
の
課
題
と
し
て
移
民

対
策
を
挙
げ
て
い
る
。
合
法
・
非
合
法
を
問
わ
ず
、

国
内
不
安
定
化
を
招
く
人
口
流
入
を
阻
止
す
る
と

言
う
。
合
法
移
民
も
敵
視
す
る
の
は
、
労
働
市
場

で
ア
メ
リ
カ
人
の
賃
金
を
脅
か
し
、
選
挙
で
は
外

国
に
忠
誠
心
を
持
つ
集
団
を
排
除
す
る
た
め
で
あ

り
、「
大
量
移
民
の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
言
う
。

増
え
て
い
る
非
白
人
系
は
民
主
党
へ
の
投
票
率

が
高
く
、労
働
市
場
で
競
合
す
る
白
人
低
所
得
層
・

中
産
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
含
め
て
選
挙
対
策
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⒝
［
西
半
球
］
＊
西
半
球
諸
国
が
麻
薬
テ
ロ
リ

ス
ト
、
麻
薬
カ
ル
テ
ル
等
の
国
際
犯
罪
組
織
に
対

抗
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
望
む
。
ま
た
、
敵
対
的

外
国
に
よ
る
重
要
資
産
の
保
有
を
防
ぎ
、
死
活
的

に
重
要
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
護
る
こ
と
を
望

む
。
こ
れ
が
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
加
え
た
「
ト
ラ
ン

プ
体
系
」
で
あ
る
。

敵
対
的
外
国
の
重
要
資
産
保
有
と
は
、
中
国
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
パ
ナ
マ

政
府
に
圧
力
を
か
け
、
パ
ナ
マ
運
河
出
入
口
の
港

湾
管
理
を
中
国
系
企
業
か
ら
米
企
業
に
移
管
さ
せ

た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領
有
意
欲
も
、
中
国
の

進
出
阻
止
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⒞
［
ア
ジ
ア
の
重
要
性
と
中
国
抑
止
］
＊
米
国

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
重
要
鉱
物
を
含
め
死
活

的
に
重
要
な
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
必
要
な
、
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
の
航
海
の
自
由
を
確
保
す
る
。

米
国
と
地
域
の
同
盟
国
・
友
好
国
の
経
済
力
を
合

わ
せ
る
と
世
界
の
約
半
分
と
な
り
、
こ
の
経
済
同

盟
は
競
争
国
家
に
屈
し
な
い
。
米
日
豪
は
イ
ン
ド

を
加
え
て
「
ク
ア
ッ
ド
」
を
作
り
安
全
保
障
も
進

展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
現
状
は
、
こ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

言
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
ア
セ
ア
ン

諸
国
は
米
国
と
中
国
の
両
睨
み
で
あ
り
、
イ
ン
ド

は
ロ
シ
ア
か
ら
石
油
を
輸
入
す
る
友
好
国
で
あ

る
。
経
済
同
盟
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
が
成
立
し

て
い
な
い
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
混
乱
を
見

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
航
海
自
由
に
つ
い
て
は
、

米
海
軍
は
示
威
と
し
て
中
国
の
嫌
う
台
湾
海
峡
の

公
海
部
分
通
過
を
行
な
い
、
近
年
で
は
欧
州
の
同

盟
国
海
軍
や
海
上
自
衛
隊
も
こ
れ
を
実
施
し
て
い

る
。⒟

［
台
湾
防
衛
と
日
本
へ
の
参
戦
要
求
］
＊
台

湾
は
、
東
北
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
二
つ

の
戦
域
を
分
つ
地
理
的
位
置
に
あ
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
南
シ
ナ
海
は
世
界
の
海
上
輸
送
の

三
分
の
一
を
占
め
、
米
国
経
済
に
と
っ
て
重
大
な

意
味
を
持
つ
。
従
っ
て
、
台
湾
に
対
す
る
紛
争
を

抑
止
す
る
こ
と
は
優
先
事
項
で
あ
る
。
米
国
は
第

一
列
島
線
（
九
州
―
沖
縄
―
台
湾
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
―
ボ

ル
ネ
オ
―
ベ
ト
ナ
ム
）
の
国
へ
の
侵
略
を
拒
否
す
る

が
、米
軍
単
独
で
阻
止
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
そ
う
す
べ
き
で
も
な
い
。
同
盟
国
が
集
団
防

衛
に
よ
り
参
画
す
べ
き
で
あ
る
。日
本
と
韓
国
は
、

第
一
列
島
線
防
衛
の
た
め
の
新
し
い
能
力
を
含
め

て
、
国
防
費
を
増
額
す
べ
き
で
あ
る
。

米
国
は
日
本
に
対
し
て
、「
台
湾
有
事
」
へ
の

ア
メ
リ
カ
軍
事
戦
略
と
ア
ジ
ア
重
視

―
『
国
家
安
全
保
障
戦
略
』と『
国
家
国
防
戦
略
』

島
川
雅
史
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参
戦
を
公
然
と
求
め
て
い
る
。
す
で
に
石
破
政
権

は
、
ヘ
グ
セ
ス
国
防
長
官
に
対
し
て
自
衛
隊
が
同

一
の
戦
域
の
前
線
で
米
軍
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
を

表
明
し
て
お
り
（
本
誌
二
〇
九
号
拙
稿
参
照
）、
米
国

と
し
て
は
当
然
の
要
求
で
あ
ろ
う
。

２
『
国
家
国
防
戦
略
』

公
表
さ
れ
た
も
の
は
各
所
が
削
除
さ
れ
た
公
開

版
で
、
他
に
非
公
開
版
が
あ
る
。

⒜
［
本
土
・
西
半
球
］
本
土
の
言
及
の
ほ
と
ん

ど
は
麻
薬
と
移
民
で
あ
る
。
純
軍
事
的
事
柄
は
ミ

サ
イ
ル
防
衛
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ー
ム
」
と
、
他

は
中
東
の
テ
ロ
リ
ス
ト
対
応
に
触
れ
て
い
る
程
度

で
あ
る
。
麻
薬
に
つ
い
て
は
、
持
ち
込
み
を
米
国

民
に
対
す
る
「
テ
ロ
」
と
捉
え
、
運
搬
船
と
み
な

す
船
を
軍
が
公
海
で
攻
撃
し
撃
沈
し
て
い
る
。
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
は
、
麻
薬
関
連
を

理
由
と
し
て
米
軍
特
殊
部
隊
に
拘
束
さ
れ
ア
メ
リ

カ
に
移
送
後
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。

米
国
は
隣
人
と
共
通
の
利
益
を
追
求
す
る
が
、

相
手
が
そ
う
で
な
い
場
合
は
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
ト
ラ

ン
プ
修
正
を
発
動
し
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
場
合
の
よ

う
に
断
固
と
し
て
米
国
の
国
益
を
護
る
、
と
言
う
。

⒝［
同
盟
国
の
負
担
増
］＊
同
盟
国
・
友
好
国
は
、

従
来
の
よ
う
に
国
防
を
米
国
に
依
存
す
る
の
で
は

な
く
、
自
ら
の
国
益
と
し
て
共
同
防
衛
に
参
加
す

べ
き
で
あ
る
。
各
国
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
・
５
％
の
国

防
費
に
加
え
て
、
同
１
・５
％
の
国
防
関
連
支
出
、

計
５
％
が
求
め
ら
れ
る
。
大
統
領
は
こ
の
数
値
を

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
会
合
で
表
明
し
た
が
、
欧
州
だ
け
で

は
な
い
「
世
界
新
基
準
」
で
あ
る
。
同
盟
国
は
地

域
防
衛
の
主
体
と
な
り
、「
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
が
よ
り
限
定
さ
れ
た
米
国
の
支
援
」を
受
け
る
。

「
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
が
よ
り
限
定
さ
れ
た

米
国
の
支
援
」
と
言
う
文
言
は
、
こ
の
文
書
の
随

所
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
上
軍
を

大
規
模
に
投
入
し
て
体
制
転
換
を
図
る
よ
う
な
戦

争
は
好
ま
な
い
が
、
海
空
軍
動
員
・
通
信
諜
報
・

指
揮
統
制
な
ど
は
行
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⒞
［
中
国
］
＊
中
国
の
軍
拡
は
、
速
度
・
規
模
・

質
に
お
い
て
進
展
し
て
お
り
、
米
国
に
対
抗
す
る

一
九
世
紀
以
来
で
最
も
強
力
な
国
家
で
あ
る
。
ま

も
な
く
世
界
経
済
の
半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
は
、
米
国
の
通
商
と
繁
栄
に

直
結
し
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
、
他
国
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
拒
否
は
許
さ
な
い
。
米
国
は
地
球
の
裏

側
を
主
要
な
関
心
対
象
と
し
な
い
が
、
こ
の
地
域

は
例
外
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
大
型
攻
撃
空
母
や
戦
略
ミ
サ
イ
ル
原

潜
・
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
・
宇
宙
兵
備
な
ど
米
国
と
同
種
の

軍
備
を
量
的
に
拡
張
し
て
米
国
に
対
抗
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
中
国
だ
け
で
あ
る
。
通
常
戦
で

は
ロ
シ
ア
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
欧
州
軍
部
隊
で
対
抗

で
き
る
の
で
、「
米
軍
は
本
土
防
衛
と
イ
ン
ド
太

平
洋
地
域
に
集
中
す
る
」
と
言
う
。
し
か
し
米
軍

だ
け
で
は
兵
力
不
足
で
あ
り
、
同
盟
国
軍
の
強
化

と
動
員
が
必
須
と
な
る
。

冷
戦
後
の
米
戦
略
を
定
め
た
と
さ
れ
る
国

防
総
省
の
『
第
三
次
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
』

（
一
九
九
五
）
（
注
）
は
、
冷
戦
期
以
来
の
二
国
間
条
約
を

束
ね
て
ア
メ
リ
カ
が
主
導
す
る
︿
ア
ジ
ア
型
軍
事

同
盟
﹀
の
姿
を
体
系
化
し
て
い
た
。
こ
の
報
告
で

は
、
日
本
が
最
重
要
な
同
盟
国
と
さ
れ
た
が
、
韓

国
な
ど
の
軍
事
力
・
経
済
力
が
成
長
し
た
現
在
で

も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

［
イ
ラ
ン
・
中
東
］
＊
中
東
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国

は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
」
に
よ
っ
て
安
定
化
し
つ
つ

あ
る
。
湾
岸
諸
国
と
同
盟
国
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
融

和
を
進
め
な
が
ら
、
米
軍
は
米
国
の
国
益
を
護
る

決
定
的
行
動
能
力
を
維
持
す
る
。

＊
大
統
領
は
イ
ラ
ン
が
核
兵
器
を
獲
得
す
る
こ

と
を
許
さ
ず
、昨
年
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ハ
ン
マ
ー

作
戦
に
よ
っ
て
、イ
ラ
ン
の
核
計
画
は
消
滅
し
た
。

い
ま
、
イ
ラ
ン
は
過
去
数
十
年
間
で
最
も
弱
体
化

し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
の
「
抵
抗
の
枢
軸
」
も
、
ヒ

ズ
ボ
ラ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行
動
で
壊
滅
し
、

フ
ー
シ
派
は
米
軍
の
決
定
的
ラ
フ
・
ラ
イ
ダ
ー
作

戦
で
講
和
を
強
い
ら
れ
、
米
国
船
の
紅
海
自
由
通

行
が
復
活
し
た
。

＊
し
か
し
、
イ
ラ
ン
は
通
常
戦
力
を
再
建
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
指
導
者
た
ち
は
将
来
再
び
核
兵

器
獲
得
を
目
指
す
可
能
性
を
公
言
し
て
い
る
。
イ

ラ
ン
の
代
理
人
た
ち
も
重
大
な
損
害
を
受
け
た
が
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再
建
を
図
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
長
年
に
わ

た
っ
て
、
米
国
の
決
定
的
で
あ
る
が
限
定
さ
れ
た

サ
ポ
ー
ト
を
伴
っ
て
自
ら
を
護
っ
て
き
た
模
範
的

な
同
盟
国
で
あ
る
。
湾
岸
諸
国
は
、
米
国
の
軍
事

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
イ
ラ
ン
と
代
理
人
た
ち
か

ら
自
ら
を
護
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
空
爆
と
米
軍

Ｂ-

２
爆
撃
機
に
よ
る
攻
撃
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
の

核
兵
器
計
画
を
消
滅
さ
せ
た
と
言
い
つ
つ
、
将
来

の
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
模
範
に
し
て
軍
備
を
増

強
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
。
米
国
の
軍
事
シ
ス
テ
ム

導
入
と
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
兵
器
・
兵
備
セ
ー
ル

ス
で
あ
る
。

３ 

イ
ラ
ン
戦
争

⒜
［
国
際
法
と
急
迫
性
］
昨
年
の
イ
ラ
ン
爆
撃

も
今
回
の
開
戦
に
も
、
国
連
安
保
理
決
議
な
ど
の

裏
付
け
は
な
く
、
依
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば

ア
メ
リ
カ
の
自
衛
権
だ
け
の
行
動
で
あ
る
。
米
政

府
は
開
戦
二
か
月
前
の
『
国
防
戦
略
』
で
イ
ラ
ン

の
核
計
画
は
消
滅
し
た
と
言
い
な
が
ら
、
開
戦
直

後
に
は
イ
ラ
ン
が
核
兵
器
開
発
を
進
め
て
お
り
完

成
時
期
は
近
い
（
匿
名
政
府
高
官
）
と
か
、
米
本
土

に
達
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
完
成
も
ま
も
な
く
で
あ
る

（
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
）
と
か
主
張
し
た
。
米
国
民
に

は
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
政
府
に
よ
る
虚
偽
宣
伝
を
想

起
し
た
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
国
際
法
学
会
は
、
大
統
領
は
イ
ラ
ン

の
米
国
攻
撃
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
を
示
し

て
お
ら
ず
、
今
回
も
前
年
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
攻
撃
に

続
く
、
国
際
法
の
無
視
、
国
連
憲
章
違
反
だ
と
批

判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
米
国
法
は
最
低
限
、
議

会
と
の
協
議
を
求
め
て
い
る
が
、
国
内
法
に
も
違

反
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
に
よ
る

米
国
攻
撃
の
急
迫
性
な
ど
な
い
の
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
三
月
一
八
日
の
上
院
公
聴
会
で
、
ギ
ャ

バ
ー
ド
国
家
情
報
長
官
は
、
イ
ラ
ン
は
ウ
ラ
ン
濃

縮
能
力
を
再
建
し
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
完
成
ま
で
に
は
一
〇
年
か
か
る
、
と
証

言
し
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
も
、
イ
ラ
ン

の
核
兵
器
製
造
計
画
の
存
在
を
示
す
情
報
は
一
切

得
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
か
ら
も
批
判
の
声
は
上
が

り
、
カ
ナ
ダ
首
相
は
国
際
法
に
矛
盾
し
て
い
る
と

述
べ
、
ス
ペ
イ
ン
首
相
は
「
国
際
法
の
崩
壊
」
に

反
対
し
、
暴
力
が
解
決
策
だ
と
考
え
る
こ
と
こ
そ

が
幻
想
だ
と
し
て
、
在
ス
ペ
イ
ン
米
軍
基
地
を
イ

ラ
ン
攻
撃
に
使
用
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
も
、
最
初
は
イ
ン
ド
洋
上
の
デ
ィ
エ
ゴ
ガ
ル

シ
ア
や
本
土
な
ど
の
英
軍
基
地
の
使
用
を
認
め
な

か
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
防
衛
の
要
求
に
ど
こ
も
応
じ
て

い
な
い
。

も
と
も
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
一
月
に
、
米
軍

最
高
司
令
官
と
し
て
の
権
力
は
自
ら
の「
道
徳
心
」

の
み
に
制
約
さ
れ
、「
私
は
国
際
法
を
必
要
と
し

な
い
」
と
述
べ
て
い
た
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
）。

⒝
［
在
日
米
軍
］
海
軍
は
横
須
賀
を
母
港
と

す
る
二
隻
の
駆
逐
艦
を
派
遣
し
て
お
り
、
こ
の

二
隻
は
開
戦
時
の
攻
撃
に
参
加
し
て
い
る
。
ペ
ル

シ
ャ
湾
口
付
近
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
に
近
い
女
子
小
学
校
に
命
中
し
て
児
童

一
七
五
人
の
命
を
奪
っ
た
ト
マ
ホ
ー
ク
が
こ
の
二
隻

か
ら
発
射
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
佐
世
保
の
強

襲
揚
陸
艦
「
ト
リ
ポ
リ
」
な
ど
揚
陸
艦
部
隊
は
沖

縄
の
海
兵
遠
征
隊
約
二
二
〇
〇
人
を
乗
せ
て
出
動

し
、
戦
域
に
到
着
し
つ
つ
あ
る
（
三
月
二
三
日
現
在
）。

⒞
［
日
米
首
脳
会
談
］
三
月
一
九
日
か
ら
行
な

わ
れ
た
首
脳
会
談
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
掃

海
艇
派
遣
の
要
求
を
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
公
開
部
分
の
約
三
〇
分
で
は
従
来
の
日
本
の

貢
献
を
讃
え
な
が
ら
、「step up

」
と
い
う
言
葉

を
六
度
使
っ
て
、さ
ら
な
る
貢
献
を
求
め
て
い
る
。

公
開
部
分
以
外
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
が
、
大
統

領
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
通
行
の
安
全
に
つ
い
て
日
本

の
貢
献
を
要
求
し
た
（
日
本
政
府
高
官
）
と
い
う
報

道
が
あ
る
。
日
本
は
、
階
段
を
上
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。

（
注
）『
第
三
次
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
』に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

島
川
『
増
補
・
ア
メ
リ
カ
東
ア
ジ
ア
軍
事
戦
略
と
日
米

安
保
体
制
』（
社
会
評
論
社
）、
島
川
「
日
米
安
保
の
再
定

義
か
ら
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
へ
」
ア
メ
リ
カ
学
会
編

『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
』
第
六
巻 

岩
波
書
店
、
参
照
。

（
し
ま
か
わ
・
ま
さ
し
／
歴
史
学　

三
月
二
三
日
記
）


	



